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国際バカロレアとの比較をとおしてみた高等学校教育課程の現状と問題点 
Problems with the Current High School Curriculum in Japan from a Perspective  





The paper is an attempt to examine problems with the current high school curriculum focusing on students’ common 
learning experiences from a perspective of the comparison with International Baccalaureate Diploma Program(IBDP), 
which has built an international standard status in the quality assurance of upper secondary education. As a conclusion, the 
paper suggests, although high school curriculum and IBDP have much in common, high schools need to set a common 
learning experience as an integrating core of its curriculum, as IBDP does in the form of the three core requirements 






















































から 5 年以内に 200 校程度へと増加させると提言したこと
を受けたものである。ここでの IB への注目は「グローバル
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位数が 85 単位から 80 単位へと縮減されたとともに二つの
面で大きな変化が生じた。一つは，それまで少なくとも 38
単位以上とされていた必履修科目の科目数，単位数が減ら
されたことである。具体的には，国語が 2 科目 9 単位から
1 科目 4 単位に，社会が 4 科目 10 単位から 1 科目 4 単位に，
数学が 1 科目 6 単位から１科目 4 単位に，理科が 2 科目 6











































































 1948 年 1951 年 1955 年 1960 年 1970 年 1978 年 1989 年 1999 年 2009 年
















卒業単位数 85 85 85 85 85 80 80 74 74 
必履修科目数 5 6 9 12 11～12 7 11～12 13 13～14 
必履修科目 
単位数 
29 38 64～66 普 60 
職 47 
42～44 27～29 32～42 34～46 38～47 
国語 9 9 12 普 12 職 9 9 4 4 2～4 4 
地歴 4～8 地歴 4～8 地歴 4～8社会 10 10 13 普 13 職 9 10 4 
公民  4 公民  4 公民  4 
数学 5 5 9 9 6 4 4 2～3 3 
理科 5 5 12 普 12 職 6 6 4 4～8 5 6 
保健体育  9 9～11 9～11 9～11 9～11 9＝11 9～10 9～10 
芸術   2 2 2 2 2 2 2 
家庭    女子 2～4 女子 4 女子 4 4 2～4 2～4 






情報        2 2 
（高等学校学習指導要領により筆者が作成。） 





























 1988 年 単位制高等学校（928 校，数字は 2010 年現在。
以下同じ。） 
 1993 年 学校外の学修の単位認定 
 1994 年 総合学科（349 学科） 
 1999 年 中高一貫教育校(402 校) 
 2004 年 高等学校設置基準の最低基準化 















































































ている IB から得られる示唆があるはずである。 
 
Ⅴ IB ディプロマ・プログラム 








表２ IB 受験者数，取得者数 
年度 2006 2007 2008 2009 2010
受験者 35413 39484 44250 49637 54000
日本人 340 364 426 423 495
取得者 28661 31366 35056 39227 42509
日本人 302 341 393 385 445
（文部科学省ウェブページより作成。 
  http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/ib/index.htm） 




表３ 地域別 IB ディプロマ・プログラム実施校数 
地域 学校数 
アフリカ・ヨーロッパ・中東  763 （833) 
アジア太平洋  337 （477） 
ラテンアメリカ  271 （310） 
北米・カリブ  905 （1620） 
計  2276 （3240） 
（ ）内はいずれかのプログラム実施校数 
（文部科学省ウェブページより作成。 


























 本稿では IB の詳細について立ち入る余裕はないが，IB
機構の情報により最小限の説明をすると，ディプロマ・プ
ログラムでは，6 つの科目グループからそれぞれ 1 科目ず




標準レベルは 150 時間の履修を必要としている。 
 これら 6 つの科目の試験は IB の本部が 80 パーセント，
各学校が 20 パーセントの配点で行われ，各科目 7 点満点で
採点される。IB 資格の取得要件は合計で 28 点以上とされ
ている。 
 それ以外に IB のディプロマ・プログラムの特徴として挙
げられるのは，「課題論文」（Extended Essay），「知識の理論」
（Theory of Knowledge），それに「奉仕活動」（Service）な





































表４ IB ディプロマ・プログラムと高等学校教育課程との比較 
  IB 高等学校教育課程  


























 70 時間 





240 時間（150 時間） 科学と人間生活 
物理，科学，生物，地学 












240 時間（150 時間） 芸術（音楽Ⅰ，美術Ⅰほか） 
芸術（音楽Ⅱ，美術Ⅱほか） 
芸術（音楽Ⅲ，美術Ⅲほか） 
 70 時間 
(70 時間) 
(70 時間) 
 課題論文 40 時間 4000 語 ×（総合的な学習の時間） (105~210 時間) 
 知識の理論  ×  
























240 時間，標準レベルで 150 時間であり，高等学校の必履
修科目の履修時間数が最大で 140 時間となっていることと

















 ディプロマ・プログラムにおいては，上級レベルを 3 な
いし 4 科目，標準レベルを 2 ないし 3 科目履修することが
要件となっているが，仮に上級レベル 3 科目，標準レベル














































イテッド・ワールド・カレッジの 1 つとして 1962 年にイギ
リスで設立され，1971 年に IB 校としての認定を受けた学
校であるが，ここでは生徒が自学を含め授業以外の学習活
動に取り組むために十分な時間が確保されている。 
 この学校の教育の特徴の 1 つは，やはり CAS の学習内容
である。CAS では，コミュニティサービスが位置づけられ，
生徒は社会奉仕活動，人命救助活動，環境保護活動，芸術















 育研究所広報』第 124 号，2000 年 1 月。 
3 「グローバル人材育成推進会議」（中間まとめ），2011 年
6 月 22 日，p.11.グローバル人材とは，語学力・コミュニ
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